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＜概 要＞ 

 

＜概 要＞ 

大阪市立大学大学院理学研究科の幸田正典（こうだ まさのり）教授らの研究グループは、魚類

の一種において、「A>B かつ B>C であれば A>C である」という論理的な思考が可能であることを

証明しました。 

 今回の発見は、魚類を含む“下等”な脊椎動物は、刺激に反応する行動や単純な学習しかできな

いとするこれまでの常識を覆す成果と言えます。 

 本内容は 2015 年 8 月 3 日 午後 6 時（日本時間）に、スイスの生物学専門誌である Frontiers in 

Ecology and Evolution 誌のオンライン版に掲載されます。 

 

雑誌名：Frontiers in Ecology and Evolution 

論文名：The use of multiple sources of social information in contest behaviour: testing the social cognitive 

abilities of a cichlid fish 

著者： Takashi Hotta, Tomohiro Takeyama, Dik Heg, Satoshi Awata, Alexander Jordan, Masanori Kohda 

 掲載予定 URL： http://journal.frontiersin.org/article/10.3389/fevo.2015.00085/abstract 

 

＜本研究の概略＞ 

 「A>B かつ B>C であれば A>C である」という論理的思考能力については、動物では哺乳類、

特に霊長類で知られています。鳥類に関しては、2004 年、Nature 誌にマツカケス（カラスの仲間）

での検証方法※1が掲載され、その後よく用いられています。しかし、この方法に基づいた魚類の

研究例はこれまでありません。 

 そこで、我々はカワスズメ科の一種である「ジュリドクロミス（左下写真参照）」を実験対象と

して、上記 Nature 誌の鳥類に関する論文で採用されたものと同様の実験方法を用いて実験を行い

ました。この魚は互いを識別すること、つまり個体識別能力があること、また、力関係の順位が

あり、弱い個体が強い個体に対し劣位行動を示すことが判明しています※2。 

 本実験では同サイズの雄 3 個体を準備し、まず 2 個体を水槽

に入れ、闘わせます。勝った個体を B、負けた個体を C としま

す。（負けた個体：C が実験対象個体となります。）この時点で C

は、B＞C という事実を把握しています。次に A と B が闘って

いるところを、水槽越しに C に見せます。この闘いでは、A が

勝ちました。つまり、A＞B という場面を、C は目撃したことに

なります。C は A とは直接には闘っていませんが、もし C が“自

分より強い B に勝った A は、自分より強いだろう（すなわち A

＞C）”と推測できるのなら、C は A に対して闘う前に劣位行動

を示すと予想されます。そして、実際に別の水槽で A と C を出会わせると、12 個体の C のうち

11 個体が、統計的に有意にかつ的確に、劣位行動をとりました。劣位行動をとるその他の可能性
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も全て検討しましたが、いずれも棄却されました。以上の結果は、上記 Nature 誌で紹介されたマ

ツカケスの場合とよく似ており、魚でも A>B かつ B>C なら A>C との論理的思考ができると結論

づけられます。 

 以上により、実験対象であるジュリドクロミスのほとんどの個体（11/12 個体）が的確にこの論

理的思考を行うことを検証し、魚類でのこの能力が霊長類やカラス類にも匹敵することを、本実

験において初めて示しました。 

 

注） 

※1 "Pinyon jays use transitive inference to predict social dominance" 
  Nature 430 (August 12, 2004), pp. 778-781; doi:10.1038/nature02723 

※2 “The effect of body size on mating system and parental roles in a biparental cichlid fish (Julidochromis 

transcriptus): a preliminary laboratory experiment” J. Ethology, 24: 125-132. Doi: 10.1007/s10164-005-0171-5  

 

C が B に負ける(B＞C)        C は(A>B)を観察     C は A に劣位行動（A>C を理解） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本研究の波及効果＞ 

  従来の動物行動学や動物心理学では、大脳が大きく発達した哺乳類（特にヒトはじめ霊長類）

が賢くて、洞察、類推や問題解決などの「思考」が可能であるのに対し、脳の小さな爬虫類、両

生類、特に魚類にはそのような思考や認識能力はないと考えられてきました。今回、我々は魚類

でも哺乳類に勝るとも劣らない論理的な思考ができることを示し、いずれは教科書の書き換えに

つながっていく発見であると考えています。 

 

  この成果の波及効果として、１）今後の動物行動学や動物心理学での研究の前提や方向性に大

きな影響を与え、更なる展開が生じることが予想されます。例えば、現在我々はテキサス大学と

の共同研究において、魚が鏡の姿を自分と理解できること（自己鏡像認知）の検証実験を進めて

います。また、大きな脳でなくても高度な情報処理が可能であり、２）脳神経科学の分野にも影

響を与えることが予想されます。一連の研究が、３）「動物の中でヒトだけが賢く、魚類などの下

等な脊椎動物は思考能力を持たない」という一般の「常識」を変えること（例えば魚にも心があ

るなど）に繋がっていくことも期待しています。 

 

＜本研究について＞ 

本研究は下記の資金援助を得て実施されました。 

科研費『脊椎動物の社会進化モデルとしてのカワスズメ科魚類の社会構造と行動基盤の解明』 

科研費『魚類の共感能力と関連認知能力の解明およびそこから見える脊椎動物の共感性の系統発生』 

科研費『脊椎動物の社会認知能力の起源の検討：魚類の顔認知、鏡像認知、意図的騙しの解明から』 

【研究内容に関するお問い合わせ先】 

大阪市立大学大学院理学研究科  

動物機能生態学研究室 教授 幸田 正典 

TEL: 06-6605-2584 

E-mail : kohda.tanganyika@gmail.com 

【報道に関するお問い合わせ先】 

大阪市立大学 法人運営本部 広報室 

松木・三苫 

TEL：06-6605-3410  FAX：06-6605-3572  

E-mail：t-koho@ado.osaka-cu.ac.jp 
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